
平成 29 年 12 月  27 日

栗東市における良好な水環境の形成、市街地の浸水対策（防災・安全）
平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 滋賀県栗東市

浸水対策の実施を行い、安全・安心・快適な暮らしを実現し、良好な環境を創造する。

・下水道による都市浸水対策の達成率を23%(H23)から29%(H27)に増加。
・下水道長寿命化計画策定率を0.0%(H22)から40.0%(H27)に増加。

（H23当初） （H25末） （H27末）
都市浸水対策を実施すべき区域の面積のうち、概ね10年に1回程度発生する規模の降雨に対して安全であるよう下水道整備が完了
している区域の面積の割合。
下水道による都市浸水対策達成率(%)
=(概ね10年に1回程度発生する規模の降雨に対して安全である区域の面積)/(都市浸水対策を実施すべき区域の面積(913.6ha))
下水道長寿命化計画策定を0.0%(H22)から40.0%(H27)に増加。
　長寿命化計画策定済箇所数　／　長寿命化計画を策定すべき箇所数(150箇所) 0.0% 40.0% 40.0%

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価の実施体制、実施時期

平成29年12月1日

栗東市上下水道事業審議会にて、事後評価を実施

栗東市ホームページ

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業及び 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 施設種別 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27
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Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

2

0

2
0

番号 備考

1-C1-2 基幹事業（1-A1-1)と接続する汚水管渠(支線)を一体的に調査点検、計画策定することで、適切なマネジメントシステムを構築する。

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

栗東市
マンホール蓋更新工　221箇所

葉山川第三排水区 □1700～3000mm L=2.33km

葉山川第三排水区 □1700～3000mm L=2.20km
栗東市葉山川第三排水区

栗東市

栗東市

1-A1-5 下水道 一般 栗東市 直接 －

1-A1-2 下水道 一般 栗東市 直接 － 雨水 新設

雨水 新設 葉山川第二排水区
葉山川第二排水区 詳細設計 L=529m

葉山川第二排水区 詳細設計 L=330m

汚水 改築 栗東市公共下水道長寿命化対策実施
管路施設（蓋含む）

改築 栗東市公共下水道長寿命化計画策定（点検・調査含む）
管路施設（蓋含む）

点検・調査

1-A1-3 下水道 一般 栗東市 直接 －

23% 26% 29%

1-A1-4 下水道 一般 栗東市 直接 － 汚水

社会資本総合整備計画 　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
９６２百万円 Ａ ９６０百万円 Ｂ

（事業箇所）

　　　百万円 Ｃ ２百万円
効果促進事業費の割合

0.2%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

雨水

事後評価の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）

番号 事業者

1-A1-6 下水道 一般 栗東市 直接 － 新設 勝部出庭排水区
勝部出庭排水区 詳細設計 L=400m

栗東市
調査等

省略
要素となる事業名 事業内容

市町村名
港湾・地区名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計

全体事業費
（百万円）工種

                                                                                                                                                           合計

1-C1-2 下水道 一般 栗東市 直接 － 改築

一体的に実施することにより期待される効果

栗東市公共下水道長寿命化計画策定(点検・調査含む)(支線)汚水

長寿命化

長寿命化

管路施設（蓋含む）
栗東市



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・長寿命化制度の利用により、ﾏﾝﾎｰﾙ蓋の取替が向上し、劣化によるｽﾘｯﾌﾟ事故等を未然防止が図れた。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・雨水管の整備により、都市浸水の対策が図れ、浸水被害の軽減が図れる区域が増加した。

最終目標値 29.00%
目標値と実績値 施設整備に付随する道路整備の遅れにより、目標値を若干下回った。
に差が出た要因

最終実績値 27.50%
Ⅱ定量的指標の達成状況

最終目標値 40.00%
目標値と実績値 施設の劣化によるｽﾘｯﾌﾟ事故等を未然防ぐため、事業を積極的に取り組んだことにより、
に差が出た要因 計画値を上回った。

最終実績値 55.90%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・施設の老朽化による事故の発生が懸念される箇所について、未然防止を図ることができた。今後においても、計画的・継続的に調査・改築更新を行っていく。

・浸水対策として、一級河川の整備事業等と調整を図り、雨水管の整備を進め、水害に強い都市の実現に努める。

指標②（下水道
長寿命化計画策
定率）

指標①（都市浸
水対策達成率）



（参考図面）社会資本総合整備計画

計画の名称 1 栗東市における良好な水環境の形成、市街地の浸水対策(防災・安全)

計画の期間 平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 滋賀県 栗東市交付対象

：排水区域

：認可区域

凡例

十里

葉山川第３

石原川

百々川

淵ヶ上川

葉山川第２

葉山川第４

中ノ井川

葉山川第１

伊佐々川

栗東市

守山市

草津市

野洲市

国道1号

国道1号

国道8号

葉山川

ＪＲ琵琶湖線

中ノ井川

県道栗東志那中線

名神高速道路

県道片岡栗東線

主要地方道 守山栗東線

東海道新幹線

葉山川第３排水区

勝部出庭排水区

   凡例
　　　　　
：葉山川第2･3、勝部出庭排水区

：主要な幹線　　　　　 

：排水地域

：下水道法による事業計画区域　　

：国道・主要地方道・県道

：名神高速道路

：ＪＲ

：河川 

番号 要素となる事業名 事業計画
1-A1-5 長寿命化支援 N=221箇所

番号

１－Ａ１－２

１－Ａ１－3

１－Ａ１－6 勝部出庭排水区
勝部出庭排水区

詳細設計L=400m(当初）
調査等

要素となる事業名 事業計画

葉山川第三排水区
葉山川第三排水区

□1700～3000㎜L=2.33㎞(当初）
□1700～3000㎜L=2.20㎞

葉山川第二排水区
葉山川第二排水区

詳細設計L=529m(当初）
詳細設計L=330m

1‐A1‐5 長寿命化支援
（駒井沢第一／第二処理分区）

1-A1-5 長寿命化支援（小柿第一処理分区）

〔蓋更新工事〕

〔蓋更新工事〕

葉山川第２排水区


